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た
市
町
村
は
優
遇
さ
れ
、
こ
れ
が

十
年
間
続
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
地
方
交
付
税
の
国

の
大
枠
が
縮
小
す
る
と
交
付
税
は

減
少
し
ま
す
。
な
お
合
併
に
よ
る

特
別
交
付
税
は
、
平
成
十
七
年
か

ら
三
年
間
で
約
八
億
七
、
〇
〇
〇

万
円
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
　

総
合
振
興
計
画
策
定
時
の
　

市
民
参
加
対
策

Ｑ
　
ふ
じ
み
野
市
の
総
合
振
興
計

画
を
つ
く
る
に
当
た
り
、
市
民
か

ら
広
く
意
見
を
聞
く
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
る
の
か
。

Ａ
　
三
、
〇
〇
〇
人
を
対
象
と
し

た
市
民
意
識
調
査
、
公
共
施
設
へ

の
意
見
募
集
箱
の
設
置
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
意
見
募
集
な
ど
を
行

な
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
八
地
区

で
二
回
ず
つ
ぐ
ら
い
の
市
民
懇
談

会
を
開
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

■
　

物
納
に
よ
る
納
税

Ｑ
　
市
税
の
納
付
に
、
物
納
に
よ

る
納
税
方
法
が
と
れ
な
い
か
。

Ａ
　
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し

ま
す
。

■
　

地
方
交
付
税
の
今
後

Ｑ
　
地
方
交
付
税
は
、
三
位
一
体

改
革
に
よ
っ
て
減
ら
さ
れ
て
い
る

が
、
旧
市
町
の
地
方
交
付
税
は
そ

れ
ぞ
れ
十
年
間
は
守
る
と
い
う
国

の
約
束
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
　
合
併
し
た
市
町
村
と
合
併
し

な
い
市
町
村
で
は
、
地
方
交
付
税

の
算
定
基
準
が
異
な
り
、
合
併
し

ざ
ん

さ

■
　

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
残
渣

Ｑ
　
両
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
残

渣
の
処
理
状
況
は
。

Ａ
　
寄
居
町
三
ヶ
山
は
今
後
二
十

八
年
、
山
形
県
村
山
市
と
長
野
県

は
二
十
年
受
け
入
れ
が
可
能
で
す
。

■
　

国
民
保
護
対
策
本
部
及
び
緊

急
対
処
事
態
対
策
本
部
条
例

Ｑ
　
武
力
攻
撃
事
態
と
は
ど
の
よ

う
な
状
態
な
の
か
。

Ａ
　
法
律
で
定
義
さ
れ
て
い
る
武

力
攻
撃
が
発
生
し
た
と
き
、
ま
た

は
発
生
す
る
明
白
な
危
険
が
切
迫

し
た
と
き
で
す
。

Ｑ
　
武
力
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合
、

避
難
住
民
の
誘
導
は
。

Ａ
　
国
か
ら
県
そ
し
て
市
に
通
報

さ
れ
、
住
民
に
伝
達
し
避
難
・
誘

導
し
ま
す
。

■
　

福
岡
交
番
用
地
購
入

Ｑ
　
福
岡
交
番
用
地
の
購
入
は
、

い
つ
移
設
と
場
所
が
決
定
し
た
の

か
。

Ａ
　
十
七
年
五
月
、
当
時
の
市
長

と
東
入
間
警
察
署
長
が
決
め
ま
し

た
。
市
が
土
地
を
買
い
、
建
物
は

埼
玉
県
警
が
建
て
ま
す
。

■
　

商
店
街
の
補
助
金

Ｑ
　
商
店
街
の
環
境
施
設
の
補
助

金
六
六
六
万
円
は
何
に
使
う
の

か
。

Ａ
　
大
井
地
域
の
大
井
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
ア
ー
ケ
ー
ド
の

解
体
及
び
街
路
灯
設
置
の
補
助
金

五
三
三
万
円
な
ど
で
す
。

■
　

Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
の
講
習

Ｑ
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
る
が
、

講
習
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ
　
本
庁
と
大
井
庁
舎
に
設
置
、

講
習
は
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ＡＥＤ講習会
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■
　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
Ｑ
　
ふ
じ
み
野
市
民
も
利
用
し
て

い
る
三
芳
町
の
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
現
在
仮
設
だ

が
、
大
変
便
利
。
今
後
常
設
と
す

る
と
き
に
は
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
向
か
う
道
路
の

拡
張
整
備
を
。

Ａ
　
現
在
は
具
体
的
な
計
画
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
常
設
を
要
望
し
て

い
る
の
で
、
今
後
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
考
え
ま
す
。

■
　

都
市
計
画
道
路
の
今
後

Ｑ
　
緑
ヶ
丘
亀
居
地
域
内
の
都
市

計
画
道
路
が
未
整
備
の
ま
ま
だ

が
、
今
後
の
計
画
は
。

Ａ
　
都
市
計
画
道
路
に
関
し
て

は
、
現
在
地
元
の
意
向
調
査
を
実

施
し
、
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
。

■
　

市
営
住
宅
借
り
上
げ
戸
数

Ｑ
　
上
野
台
団
地
の
建
て
替
え
、

市
営
住
宅
の
借
り
上
げ
の
戸
数

は
。

Ａ
　
五
十
三
戸
の
予
定
で
す
。

■
　

東
西
連
絡
道
路

Ｑ
　
東
西
連
絡
道
路
の
検
討
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
　
調
査
費
を
計
上
し
、
最
善
の

方
法
を
検
討
。
平
成
十
八
年
度
中

に
あ
る
程
度
の
方
策
を
再
度
出
し

た
い
。

■
　

水
道
料
金
の
統
一

Ｑ
　
旧
市
町
の
水
道
料
金
を
統
一

す
る
計
画
は
。

Ａ
　
十
八
年
度
は
双
方
の
経
営
の

把
握
に
、
十
九
年
度
は
資
料
を
検

討
し
、
平
成
二
十
年
度
に
料
金
の

統
一
を
図
り
ま
す
。

■
　

上
野
台
保
育
所
の
開
所
日
程

と
職
員
配
置

Ｑ
　
上
野
台
保
育
所
は
四
月
一
日

以
降
早
い
時
期
の
開
所
と
聞
い
て

い
る
が
、
正
確
な
開
所
日
程
と
職

員
配
置
は
ど
う
な
る
の
か
。

Ａ
　
工
期
が
六
月
三
十
日
ま
で
の

た
め
、
準
備
期
間
を
含
め
る
と
八

月
一
日
に
開
所
予
定
と
な
り
ま

す
。
職
員
配
置
は
二
十
七
名
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

■
　

老
人
福
祉
費
の
緊
急
短
期
入

所
委
託
料

Ｑ
　
こ
の
委
託
料
の
事
業
内
容
と

は
。

Ａ
　
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
の
高

齢
者
虐
待
防
止
法
施
行
に
伴
い
、

虐
待
を
想
定
し
、
一
時
的
に
入
所

施
設
を
用
意
す
る
も
の
で
、
予
算

は
三
十
一
日
間
を
限
度
と
し
、
三

名
分
で
す
。

Ｑ
　
高
齢
者
が
虐
待
か
ら
三
十
一

日
間
逃
れ
た
後
の
ケ
ア
は
ど
う
す

る
か
。

Ａ
　
も
と
の
家
庭
・
地
域
に
戻
れ

な
い
と
き
は
、
ほ
か
の
入
所
施
設

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
探

し
て
い
き
ま
す
。

■
　

放
課
後
児
童
対
策

Ｑ
　
旧
市
町
で
二
つ
の
形
が
あ
る

放
課
後
児
童
対
策
を
、
一
つ
の
形

に
統
一
す
べ
き
で
は
。

Ａ
　
当
面
は
現
状
の
ま
ま
継
続
し

ま
す
。
今
後
、
数
年
か
け
て
児
童

に
一
番
よ
い
方
法
を
検
討
し
、
最

終
的
に
は
統
一
し
た
い
。

■
　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者

Ｑ
　
二
年
後
の
公
募
時
に
、
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
か
ら
、
指

定
管
理
者
を
社

会
福
祉
協
議
会

に
と
の
希
望
が

あ
っ
た
場
合
の

対
応
は
。

Ａ
　
公
募
は
、
条

例
に
基
づ
く
手
続

を
し
、
ど
こ
の
指

定
管
理
者
に
な
っ

て
も
現
在
の
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
し
ま

す
。

なごやかに懇談


